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�水子貝塚展示館での展示解説
　とき 土日祝／午前10時～午後4時
�����難波田城公園内のガイドツアー

　とき 土日祝／午前11時～午後3時　
　※猛暑日など、中止になる場合あり

市民学芸員に会いに行こう！市民学芸員に会いに行こう！

市民学芸員の活動内容
登録人数 水子貝塚資料館／33人
難波田城資料館／39人
※両館兼務含む
登録期間 3年（更新可）
活動日 原則土日祝（特別なイベント以外
は1日につき2～3人が活動）
内容 展示解説、資料館主催事業のサポー
ト、月例会の実施、資質向上を目的とし
た管外研修の実施

市民学芸員はベストを着て活動しています（写真左
／難波田城資料館、写真右／水子貝塚資料館）▼

問水子貝塚資料館‌☎049-251-9686
　‌難波田城資料館‌☎049-253-4664

第10期（7月から募集）
令和8年度‌市民学芸員養成講座実施
令和9年度‌活動開始

市
民
学
芸
員
活
動
の
あ
ゆ
み

第9期�
令和5年度‌市民学芸員養成講座実施
令和6年度‌活動開始

第1期‌
平成11年度‌市民学芸員養成講座実施
平成12年度‌活動開始

第2期‌
平成14年度‌市民学芸員養成講座実施
平成15年度‌活動開始

第8期 第7期

市民学芸員になったきっかけ　
　学生時代は歴史が苦手でした
が、縄文土器の美しさに強い魅
力を感じ、夢中になりました。
平成11年に市民学芸員制度が
始まった際に、大好きな水子貝
塚で活動したいと思いすぐに養
成講座を受けました。

市民学芸員の魅力
　自分のペースで活動でき、年齢にかかわらず長
く続けられることが市民学芸員の魅力です。また、
日常生活では味わえない体験を提供できることも、
何よりのやりがいです。竪

たて

穴
あな

住居の暮らし体験で、
暗闇に慣れて周りが見えるようになった時の子ど
もたちの驚きと喜びの表情が忘れられません。「子
どもが自由な発想で遊べる場所」という来園者か
らの言葉は、大きな励みになりました。今後も、
子どもたちと触れ合い、さまざまな体験を通して、
それぞれの興味や才能を見つけるきっかけを提供
したいと考えています。
来園者へ伝えたいこと
　散歩、ランニング、ピクニックなど、水子貝塚
公園は気軽に訪れることができる場所です。ぜひ
公園の魅力を自由に楽しんでください。

市民学芸員になったきっかけ　
　コロナ禍に初めて難波田城公
園・水子貝塚公園を訪れたこと
です。市内にこんなにも素敵な
場所があることに感動しました。
ちょうどその年に市民学芸員養
成講座が開かれており、迷わず
受講しました。　

市民学芸員の魅力
　市民学芸員の魅力は、「学びと交流」です。来
園者との出会いや触れ合い、そして、先輩市民学
芸員や仲間との温かいつながりも大きな喜びと
なっています。
　ガイドツアーでは、復元木橋の隠れた仕掛けに
驚く来園者の笑顔もやりがいのひとつです。五右
衛門風呂や囲

い

炉
ろ

裏
り

を懐かしむ方もいらっしゃり、
会話がはずみます。来園者からの「ぜひこれから
もガイドを続けて、皆さんを楽しませてください」
という言葉は胸に響きました。今後も、新しい発
見と出会いを求め、誠意と熱意を持って活動して
いきたいと思います。
来園者へ伝えたいこと
　まずは難波田城公園を訪れてみてください。城
跡ゾーンで歴史を感じ、古民家ゾーンや四季折々
の自然に癒される、特別な時間が待っています。
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市民学芸員の声

難波田城資料館
横井郁子さん
（6年目）

水子貝塚資料館
井上麻美子さん
（27年目）

第10期 市民学芸員養成講座（基礎講座）「富士見市の歴史を学ぼう」（各全4回）

【各コース共通】
 基礎講座は3回以上の出席で修了。基礎講座の修了
者は、同コースの専門講座を受講可
 専門講座は令和9年1・2月開催（各コース全4回中、
3回以上の出席で修了）
 専門講座修了者は、修了したコースの資料館市民学
芸員（ボランティア）への登録可（希望制）

　基礎講座は、旧石器時代から平安時代までを
学ぶ①水子貝塚資料館コースと、鎌
倉時代・戦国時代から昭和までを学
ぶ②難波田城資料館コースがありま
す（両コース参加可）。
とき ①9月12日、10月10日、11月7日、12月
5日いずれも土曜午前10時～正午
②8月29日、9月26日、10月24日、11月21日
いずれも土曜午前10時～正午（11月21日のみ午
後1時～3時）
場所各資料館
定員各20人（無料、申込順）

申込 ①②7月4日㈯～8月22日㈯に電話・窓口で
※休館日を除く

問・申込先 ①水子貝塚資料館‌☎049-251-9686
②難波田城資料館‌☎049-253-4664


